
慶應義塾大学・環境情報学部（藤沢）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６１２

挑戦的萌芽研究

2019～2016

色語の習得が難しい理由――色語彙システム創発と発達過程の多言語比較研究

The process of construction of the color lexicon as a collected system

６０２５５６０１研究者番号：

今井　むつみ（IMAI, Mutsumi）

研究期間：

１６Ｋ１３２２４

年 月 日現在  ２   ６ １５

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：日本語話者の成人・3歳・4歳・5歳児の4グループを調査対象とし、93種類の色見本を
用いて調査を行った。3歳児は暖色/寒色に大別し、4歳児では赤・青・緑・紫・黄色といった所謂典型色が布置
され、黄緑や水色はそれぞれ緑・青の領域内に布置された。5歳児においては、成人のマップと同様に各色語彙
に対する色カテゴリーを形成し、カテゴリ―が重複せず境界が観られた。また、成人の色語の範囲の分析を行っ
たところ、典型的な色語彙は範囲も狭く高頻度であり、3歳児の段階から正確に用いられた。こういった複数の
典型色がまず色カテゴリーの全体を決定し、低頻度の色語彙が後から布置され、語彙体系の再学習がなされるこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：This research investigated how children build up the language‐specific 
system of the adult‐like color lexicon. We had 3‐, 4‐, and 5‐year‐old Japanese‐speaking 
children and adults produce names for 93 color swatches. The results showed that children of all 
ages were able to apply most of the chromatic words to the colors close to the center of each 
category, but even 5‐year‐olds struggle to delineate the boundaries between the words. 
Furthermore, the model analyses revealed that broad‐covering and high‐frequency words are mapped 
to the center of the lexical category earlier. However, cross‐individual consistency in adults' use
 contributed most strongly for the adult‐like boundary delineation. The results suggest that the 
process of system construction consists of at least two steps (i.e., mapping words to their category
 center and finding appropriate boundaries between neighboring words), with the quantity and the 
quality of the input contributing differently to the steps.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
色語の獲得を困難にする要因の一つは、色語の指し示す色カテゴリーの範囲が文化依存であり、状況によって大
きく異なることにある。そのため、各色語彙の頻度や使用場面などについても検討に加えて研究に取り組む必要
がある。こうした研究に取り組むことで、言語の持つ恣意性という言語獲得の本質に関わる問題がクローズアッ
プされる。こうした問題は、養育の現場において言葉の獲得を促そうとする行為が、単に辞書的に大事な単語を
重点的に教えるといった安易な指導では行えないことを示唆している。こうした示唆は、社会的にも還元可能な
成果であり、意義あるものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
語彙は複雑に構造化された「差異の体系」であり(Saussure,1916/1983)、単語の意味は単語
単体では決まらない。例えば日本語では「持つ」「担ぐ」「背負う」を言い分けるが、中国語
は「持つ」動作を持つ時の手の形などでさらに細かく別の動詞で言い分ける。つまり、子ど
もは単語の意味を覚えるとき、単語単体で意味を覚えるのではなく、それぞれの意味分野に
属する単語間の意味の境界を定めていく必要がある(Saji, Imai et al. 2011)。この典型は色語
（色の名前）である。例えば日本語では「紫」という語の意味はそれを取り巻く「青」や「赤」
との境界があってはじめて意味が決まる。また単語による色の意味分野の分割は言語によ
って大きく異なり、色語が 2つしかない言語から 10以上ある言語まで、色領域の分節のし
かたは多岐にわたる。つまり、子どもが色語を覚えるためには、連続的に広がる色の、母語
に固有の概念的な区切りかた、すなわち色語彙のシステムを自分で探していく必要がある
(今井 2014)。 
色知覚の発達研究では、1歳前の乳児でも異なる色の弁別はできるとされている(Bornstein 

et al. 1976)。しかし色名の習得は物体の名前に比べ遅い(Sandhofer & Smith, 1999)。これは、
知覚的に弁別できても、母語の色語彙システムに合わせてそれを分節していくことは非常
に難しいことを示している。しかし先行研究では、子どもが色語とその典型例との一対一対
応関係を理解しているかを検証することに終始しており、子どもが観察するさまざまな物
体（例えばリンゴ、消防車、鳥居など）の互いに少しずつ異なる色を、どのように「同じ色」
として認識し、隣接する色名との境界を決めていくのかという問題はまったく検討されて
いない。言い換えれば、言語固有の色語のシステム全体がどのように創発し、どのような過
程で大人の語彙表象が形成されるのか、この過程にどのような言語普遍性/個別性があるの
かという観点からの研究は未だ存在しない。 
 
２．研究の目的 
乳幼児の色知覚の発達と色語彙の習得に関する先行研究は、子どもは色を知覚的に弁別
できても、それを母語の色語彙システムに合わせた語彙のカテゴリーに分節することは非
常に難しいことを示している。しかし子どもが観察するさまざまな物体（例えばリンゴ、消
防車、鳥居など）の互いに少しずつ異なる色を、どのように「同じ色」として認識し、隣接
する色名（例えば赤に対してピンク・オレンジ・紫）との境界をどのように決めていくのか
という問題はこれまでまったく検討されていない。本研究では、多言語（日本語、ドイツ語）、
発達縦断（longitudinal）手法と横断的(cross-sectional)手法を組み合わせて、子どもがどの
ようにそれぞれの母語における色の基礎語を覚え、その意味の境界を整理していくのかを
調べ、子どもの語彙システムの表象が大人の表象に収斂していく発達過程を詳細に明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
日本色研による同一の色見本のうち 7 トーン（各 12 色相）の 84 種類と無彩色の 9 種類との
合わせた 93 種類を刺激とした色語彙についての調査を、人工太陽灯 照明の条件下で実施した。
調査対象は日本語話者の成人・3歳児・4歳児・5歳児の 4つのグループとし、93種類の色チッ
プに対し、それぞれ何色かを回答してもらい、各チップのマップを多次元尺度法（MDS 法）によ
り作成した。 
幼児がまだほとんど色語を知らない時期から 7 歳までの色語彙システムの発達過程を細
かく追う。類型的に異なる複数の言語の環境下にある幼児の発達データを収集する。語彙シ
ステムの創発過程を明らかにするために 2 歳―3 歳の時期は少数の同じ子どもを 1 か月ご
とという密なスケジュールで追う縦断研究(longitudinal study) を日本で行う。一方、3歳
－6歳の時期は、年齢ごとに上記の 3つの言語・文化圏で横断的（cross-sectional）にデー
タを収集する。データ収集と並行して最適なデータ解析法を研究し、最終年度にデータ解析
を行い、色語彙システム構築の過程のモデルを構築する。申請者の今井に加え 3 人の連携
研究者が色知覚、データデザイン、解析を担当し、海外協力者により英語、中国語のデータ
収集の協力を得る。 
 
４．研究成果 
93 種類の色見本を用いた調査では、各色チップのマップは、3歳児は暖色と寒色といった大枠
の中に、各色が布置されものとなったが、4歳児では赤・青・緑・紫・黄色といったい わゆる典
型色が布置され、黄緑や水色はそれぞれ緑・青の領域内に布置される形となった。一方 5歳児に
おいては、成人のマップと同様に各色語彙に対する色カテゴリーを形成し、カテゴリーが重複せ
ずはっきりとした境界が観られた（図 1）。成人が各 93 色の色見本に対して、どういった色語彙
を重複して使うかという色 語の範囲（どの色見本まで「緑」と答えたか）や、幼児コーパス
CHILDES による幼児の言語環境内における色語彙の頻度の観点から分析を行った。「赤」という 
色語彙は範囲も狭く、高頻度であり、3歳児という早い段階から正確に用いられ、こういった複
数の典型色がまず色カテゴリーの大枠を決定し、水色・黄緑といった低頻度の色語彙が後から布
置されていくことで語彙体系の再学習がなされることが示された。  



 
 図 1：各色チップに対して答えられた色語によるデータから MDS 法によって得られたマップ
（A）3歳児、（B）4歳児、（C）5歳児、（D）成人による回答を元に作成 
 
本研究の成果は Saji, Imai, & Asano(2020)にて詳細に記載されている。 
さらに、これら 93 種類の色刺激を用いた調査をドイツにおいて、成人群・3歳児・5歳児で実
施した。典型的な色語による全体的な色のマップや頻度・色語彙の範囲による影響は言語共通で
観られたが、「緑」にあたる色語の獲得時期など言語間における差異も確認された。こちらの成
果については CogSci2020 にて発表予定である。 
また、2～4歳児を対象にして、典型色である赤・黄・緑・青・紫・茶・オレンジ・ピンクの 8
色について、複数回同一児に対し理解課題と産出課題を実 施した。理解課題は、8 色の色チッ
プの中から「〇〇色のチップを取って」と教示し、対象児が該当する色チップを選択できるかど
うかを調査した。そのうち理解課題に関する分析を進めると、理解課題において前の回に、8色
のどの色語の正解パタンから次の回の特定の色(8 色のうち 1 つ)の正解パタンをロジス ティッ
ク回帰モデルで分析した。この際、説明変数を前の 8色の正解/不正解 0,1 と切片とし、独立変
数を次の 1色の正解/不正解とした。前の回の調査で色語が正 解の時に、次セッションで色点の
色が正解であることと有意(t 検定, 5%水準)に相関している。その結果、「赤」が「黄」に、「黄」
が「青」に、「青」が 「赤」に先行する形で、「赤」「青」「黄」の 3色が相互に理解を助け合う
形を形成している。さらに青を除く 7色の色語については、前の回の理解課題において その色
を正解した場合に、次の回に有意に正解となった。このことは、「青」という色語だけが「青の
チップ」を選択できることが必ずしも次の回も「青のチッ プ」を選択できる訳ではないことを
示している。日本語においては、青信号・青菜・青い山を初めとする知覚的には「緑」のカテゴ
リーに属する知覚対象に対し 「青」という色語が用いられる。これは、緑と青との混同を招く
ことが想像され、「青」と「緑」が相互に相関が高く、「青」の正答が「緑」の正答に先行する と
ともに、「緑」の正答が「青」の正答に先行し、混同から脱却するという過程が考えられる。こ
の結果は、「青」という知覚的に顕著性が著しく、普遍性が高 いと思われるような、初期に容易
に獲得されうると思われる色語においてさえ、日本語の語彙特性が影響することを示す結果で
あったといえる。 
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